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研究成果の概要（和文）：本研究期間中にエリトリア、イギリス、エチオピア、アメリカ、国連において史料渉
猟を実施した。これらの史料の分析、突合せを行いエリトリア政治史ならびに社会史の分析を進めた。ムスリム
連合ならびに自由進歩党の支持層の分析に加え、ムスリム連合から分派した西部州ムスリム連合の成立、同党の
支持層となったエリトリア西部地域の社会史の分析を深めた。本研究期間中にエリトリアの脱植民地化について
北東アフリカの文脈で比較検討する論文を刊行することができた。

研究成果の概要（英文）：During the period of the study, a series of historical materials
were collected in Eritrea, the United Kingdom, Ethiopia, the United States and the United Nations. 
Analysis of these historical materials were carried out to analyze Eritrean political history and 
social history. I analyzed the supportive groups of the Muslim League and the Liberal Progressive 
Party, the formation of the Muslim League Western Province that was departed from the Muslim Union, 
and the social history and background of the Eritrea western region that supported the Muslim League
 Western Province. I published a paper to compare and consider Eritrean decolonization in the 
context of Northeast Africa history.
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１．研究開始当初の背景 
エリトリアは1993年に30年間続いた解放

闘争を経てエチオピアから独立を達成した。

独立を果たしたもののエリトリアは解放闘

争を率いたエリトリア人民解放戦線が改称

した民主主義と正義の人民戦線（People’s 

Front of Democracy and Justice, PFDJ）に

よる一党支配体制が続き国政選挙は独立後

20 年間一度も実施されていない。PFDJ の硬

直した政治運営に対する批判は国内外から

高まっており、2009 年からは国連安保理制

裁が課されている。   

エリトリアのエチオピアとの関係は、イタ

リアの植民地統治（1890－1941）、英軍政

（1941－51）、エチオピアとの連邦制（1952

－61）、エチオピアへの強制併合（1962）、エ

チオピアからの独立闘争（1961－91）、エリ

トリア独立（1993）、国境紛争（1998）と常

に北東アフリカの火種であった。エリトリア

の脱植民地化をめぐるエチオピアの拡張主

義とエリトリアに地政学的関心を示したイ

ギリスとアメリカの 1940 年代、50 年代の外

交政策がエリトリア内部の諸政党の対立に

及ぼした影響を研究した 

1993 年の独立まで「エリトリア史」とい

うナショナルヒストリーも構築されておら

ず、また長い内戦による史料の散逸や調査の

制約などにより、ながらく政治史や社会史の

研究が放置されてきた。エリトリア研究にお

いては 40 年代、50 年代はエチオピア統合か

エリトリア独立かをめぐり内部の政党対立

が研究の中心となり、62 年にエリトリアのエ

チオピア強制併合後は、エリトリアの解放闘

争が研究の中核を占めた。他のアフリカ諸国

と比較しても限定的な一連の研究のなかで

も、もっとも研究蓄積が乏しいのがエリトリ

ア社会に関する分析である。政党対立の分析

はなされても、政党の支持母体となる民族・

宗教・地域の関係、利害対立など社会諸関係

について史料や調査の制約から研究が放置

されてきた。1993 年の独立以後、エリトリ

アで国政選挙が一度も実施されない背景に

は PFDJ 政権が国内の諸民族、宗教、地域対

立が政治化して国内の諸対立が表面化する

ことを強く警戒している点が指摘できる。北

東アフリカでは 2011 年に南スーダンが独立

したが、2013 年 12 月から南スーダン内の民

族や地域間の対立が武力衝突という形で表

出し新興独立国の基盤を揺るがしている。南

スーダンの例を見るまでもなく、新興独立国

が独立達成後に直面する課題は歴史的に構

築された民族や宗教をめぐる対立や利害関

係という亀裂をいかに克服するかにある。

2009 年から継続する国連制裁の影響で

PFDJ 政権の路線変更や新たな政治転換が予

見される現在、今後のエリトリア政治、ひい

ては北東アフリカ政治を分析するためにエ

リトリア社会、特に民族関係、宗教、地域間

対立のルーツを社会経済史も含めて歴史的

に検証する必要性が高まっている。 
２．研究の目的 
 本研究は北東アフリカのエリトリアの民

族・宗教・地域対立を歴史的に検証すること

を目的とする。イタリア植民地支配から解放

されたのち、連合国、国連で処遇が議論され、

他方で国内の諸政党の対立がそれに呼応し

て激化したエリトリア史を社会史の文脈か

ら再検討することを狙いとする。特に 1940

年代のイギリス軍政時代、1950 年代のエリ

トリア自治政府期の脱植民地化からエリト

リアの国民国家形成の萌芽期における民族

関係を社会史の側面から明らかにすること

は一面化されたエリトリア政治史の再解釈

に寄与する。1993 年の独立後、一党支配に

注目が集まるエリトリアのナショナルヒス

トリーの構築に不可欠な、50 年代の自治政府

統治下の諸民族の関係、対立、交渉の諸相を

具体的事例から解明することが狙いである。 

３．研究の方法 

エリトリア、エチオピア、イギリス、アメリ



カにおける史料分析を主たる研究手法とす

る。民族間の社会・経済的対立の諸相を明ら

かにするためには行政史料、裁判記録、警察

報告書などの多様な内政ならびに外交史料

を用いる。 

４．研究成果 

 エリトリアにおいて渉猟した行政史料の

分析を行った。英軍政下のエリトリア行政文

書をさらに渉猟するため、ロンドンの英国国

立公文書館で史料渉猟を実施した。また本研

究が対象とする 40 年代、50 年代からエリト

リア内政に介入を行ったエチオピアの史料

を渉猟するためにエチオピアの国立公文書

館を訪問した。 

上記の史料渉猟の結果、エリトリア、イギ

リス、エチオピアで渉猟した史料の分析、突

合せを行いエリトリア政治史ならびに社会

史の分析を進めた。初年度に分析を行ったム

スリム連合ならびに自由進歩党の支持層の

分析に加え、ムスリム連合から分派した西部

州ムスリム連合の成立、同党の支持層となっ

たエリトリア西部地域の社会史の分析を深

めた。西部州ムスリム連合の成立はエリトリ

ア内の諸政党の対立の文脈に加え、エリトリ

ア西部が隣接しているスーダンを植民地と

し、また 51 年までエリトリアで軍政を敷い

たイギリスの政治的介入が注目されてきた。

しかし、成立から短期間で 1952 年のエリト

リア初の選挙で第二党となるほど政治的影

響力を発揮した西部州ムスリム連合と支持

を行った西部州の諸民族との関係について

はこれまで言及が限定的であった。この点に

ついてイギリス外交文書ならびにエリトリ

ア公文書史料を用いて分析を行った。 

最終年度は、先 2年間の研究をまとめつつ、

夏にアメリカにおいて外交史料館、国連アー

カイブ、ならびにスタンフォード大学フーバ

ー研究所でエリトリア史に関する史料渉猟

を行った。エリトリアを取り巻く国際関係の

変化により、40 年代のイギリス軍政期からア

メリカ軍の駐留が始まっており、エリトリア

に関する史料はアメリカにも多く、他国の外

交史料、行政史料と突き合わせることで社会

史の理解が深まった。また国連アーカイブで

は 1950 年のエチオピア・エリトリア連邦制

の制度構築ならびに 1951 年に実施された第

1 回国会議員選挙前後のエリトリア情勢と国

連の立場を明らかにする史料の渉猟を行う

ことが可能となった。特にイギリスや他の刊

行史料にはないエリトリア人の女性たちの

ロビー活動など選挙権を与えられなかった

女性たちによる政治活動の一端を明らかに

する史料も渉猟することができた。 

 一連の研究の成果を 2017 年度中にすべて

刊行することはかなわなかったが、エリトリ

アの脱植民地化について北東アフリカの文

脈で比較検討する論文を刊行することがで

きた。 
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